
第５号様式
令和7年 11月 18日

下記事業所について、次のとおり運営推進会議を開催したことを報告します。

運営推進会議開催報告書

１．基本情報

事業所名 グループホーム ゆい 青葉

サービス種別 認知症対応型共同生活介護

所在地 横浜市青葉区荏田町1288

担当者 辻 直哉 連絡先 045-912-6461

運営法人 株式会社 ゆい

２．開催日時・場所

日時 令和7年11月18日 16時00分 ～ 16時20分 場所 オンライン

３．出席者

氏名 分野 備考（所属・従事経験など）

利用者又は利用者の家族

当該サービスに知見を有する者 歯科医師

当該サービスに知見を有する者 ほっと青葉

市の職員又は地域包括支援センターの職員 荏田地域ケアプラザ  保健師

市の職員又は地域包括支援センターの職員 大場地域ケアプラザ 社会福祉士

市の職員又は地域包括支援センターの職員 すすき野地域ケアプラザ 主任ケアマネ

４．活動状況報告

別紙（第３号様式）のとおり

（裏面あり）



８．その他特記事項

・集合で開催予定だったが、施設でインフルエンザが発生したため急遽オンラインに切り替えて
開催した。

・1月 隣接地に障害者グループホームの２棟目が開設（ゆいりんく荏田アネックス）。
居宅介護支援事業所、定期巡回・訪問介護も同一建物内に移転予定。

５．活動状況に関する評価・意見・要望

包括 ： 感染症の対応ご苦労様です。感染症の対応をしなければならないと色々いつもと
違うことがあって事故なども起きやすくなることが分かります。
皆様大変だなと思っています。
誕生日と敬老の日の写真笑顔が伝わってきます。

地域支援者： 就寝薬の間違いは、利用者さんは眠くなったりするので事故も起こりやすく
なるのではないかと心配になった。
インフルエンザの対応で隔離を理解できないご利用者様への対応で
スタッフの皆さん大変だったと思います。

６．評価・意見・要望に対する考え・取組

誤薬０に取り組んでいるが、感染対策で通常の業務とやり方が変わった中で、「いつも通り」が
難しかった。緊急時であっても変えてはいけないことについてスタッフ全員で再度手順を確認した。

７．地域からの情報提供



第４号様式

１．基本情報

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

名 名 １ 名 1 名

目標に向けた
具体的取組

【事業所のしつらえ・環境】
   「“やりたい”を形にする、自由な暮らしを」
   ・柔軟なスケジュールを作成
   ・日々の生活にかかわる外出の支援
   ・やりたいことを個別に実現していく
   ・施設回りの清掃活動
【事業所と地域のかかわり】
    「地域との交流を深める環境づくり」
・自治会、地域のイベントに入居者と一緒に参加する
(利用者と共に地域の防犯パトロールに参加)
・他事業所と連携してのイベントの計画及び開催
【業務・職員について】
「仲間と共に築く、優しさの介護」
・ボトムアップを取り入れる
(ミーティングや会議の場でスタッフが自由に意見を出せる仕組みを考える)
・チームワークを強化するために、計画的なレクリエーションを実施し、スタッフ間の
絆を深める

４．活動報告

○社内研修
・ジョブメドレーＥラーニングの研修実施

研修内容     【８月】事故発生又は再発防止に関する研修
                       【9月】身体拘束の排除・高齢者虐待防止に関する研修

【10月】プライバシー保護の取り組みに関する研修
 
○行事

・Ｔ様 K様誕生日会
・敬老の日

 ＊フラワーアレンジメント・・・毎月第２・第４木曜日 希望者のみ参加

2 名 0名 4 名

３．運営方針

事業所の目標
事業所の理念： その人らしく生きる～その一瞬を大切に～
今年度目標： 仲間と地域で築く、優しさの介護

要介護度

２．登録者の状況 平均要介護度は3.5となります。

登録者数（ 10月 31日現在） 女性 7 名 男性 1 名 計 8 名

担当者 髙橋 まり子 連絡先 045-912-6461

運営法人 株式会社 ゆい

令和7年11月1日

活動状況報告書（認知症対応型共同生活介護）

事業所名 グループホーム ゆい青葉 (１Ｆ)

所在地 横浜市青葉区荏田町１２８８



感染症対策として、スタンダードプリコーションを意識し、マスク着用及び手指消毒を徹底していく。

9月24日 避難訓練実施（青葉消防署江田消防出張所立ち合い）
10月18日小黒自治会消防訓練参加

８．その他特記事項

特になし。

６．事故・ヒヤリハット報告

内容

事故・・・2件（内行政報告1件）  ヒヤリハット3件
●事故報告

事故①飲み忘れ
8/14（19：30）夕食後、就寝薬を夕薬と思い込み、内服していた。ケースに夕薬が残っ
ていたのに気づく。

事故➁転落
8/30(土)11：30居室内、床に座っている状態の所を発見。

●ヒヤリハット ３件
①擦過傷 （１件）
➁皮下出血 (2件）

改善策

●事故報告（行政報告）
①   原因…感染対応中、居室内での配薬。スタッフ同士、内服確認を行うも日付・名前のみ

 を確認し、何薬等の内容の確認を怠っていた。
      対策…内服前の内服確認の徹底。薬内服時の声掛けの徹底。
                 内服後のケース袋の確認。

➁   原因…感染症隔離中、お一人で居室で過ごされる事が困難。居室⇔リビングの往復が
                 目立っていた。 ベットから 起き上がる際にふらつき床におちたのではないか。

ご本人より、「ふらついた」と声あり。
 対策…隔離中であっても、動きがある方、本人への体調確認、声掛けをこまめに行う必

要があった。

７．地域への情報提供

５．健康管理



第４号様式

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

名 名 0名 2名

目標に向けた
具体的取組

【事業所のしつらえ・環境】
   「“やりたい”を形にする、自由な暮らしを」
   ・柔軟なスケジュールを作成
   ・日々の生活にかかわる外出の支援
   ・やりたいことを個別に実現していく
   ・施設回りの清掃活動
【事業所と地域のかかわり】
    「地域との交流を深める環境づくり」
・自治会、地域のイベントに入居者と一緒に参加する
(利用者と共に地域の防犯パトロールに参加)
・他事業所と連携してのイベントの計画及び開催
【業務・職員について】
「仲間と共に築く、優しさの介護」
・ボトムアップを取り入れる
(ミーティングや会議の場でスタッフが自由に意見を出せる仕組みを考える)
・チームワークを強化するために、計画的なレクリエーションを実施し、スタッフ間の絆
を深める

４．活動報告

○社内研修
・ジョブメドレーＥラーニングの研修実施

研修内容  【8月】事故発生又は再発防止に関する研修
                       【9月】身体拘束の排除・高齢者虐待防止に関する研修

【10月】プライバシー保護の取り組みに関する研修
○行事

・Ｔ様 ｋ様誕生日会
・敬老の日

 ＊フラワーアレンジメント・・・毎月第２・第４木曜日 希望者のみ参加

3名 3名 0名

３．運営方針

事業所の目標
事業所の理念： その人らしく生きる～その一瞬を大切に～
今年度目標： 仲間と地域で築く、優しさの介護

要介護度

２．登録者の状況 平均要介護度は3.3となります。

登録者数（ 10月 31日現在） 女性 7 名 男性 1名 計 8 名

担当者 髙橋 まり子 連絡先 045-912-6461

運営法人 株式会社 ゆい

所在地 横浜市青葉区荏田町１２８８

令和7年11月1日

活動状況報告書（認知症対応型共同生活介護）

１．基本情報

事業所名 グループホーム ゆい青葉 (２Ｆ)



感染症対策として、スタンダードプリコーションを意識し、マスク着用及び手指消毒を徹底していく。

9月24日 消防訓練実施（青葉消防署江田消防出張所立ち合い）
10月18日小黒自治会 防災訓練参加

８．その他特記事項

特になし。

６．事故・ヒヤリハット報告

内容

事故・・・5件（内行政報告0件）  ヒヤリハット3件
●事故報告
事故①ずり落ち

     8/26転落（14：30）風邪症状があり、車椅子に座り、居室対応をしていた。車椅子から
ずり落ちる形で転落される。

事故➁転落
 9/15（ＰＭ21：00）車椅子に乗車中、ご自身で自走され、近くの物が気になり取り出そう

          とされた際に、ずり落ちされているのを発見
事故③ずり落ち

9/16（PM21：00）居室で臥床されていた。トイレ希望でナースコールを押されていた。
  別の利用者の排泄介助対応中に、ご本人に声掛けを行うも、本人がベットから動いて

            しまいベット横のマットの上に転倒されていた。
事故④転倒

9/27（ＰＭ21：00）居室に伺うと、ベット横に、転倒されていた。
事故⑤転落

9/30(AM6：00）起床介助に他室に入っていた際に、センサーがなったため、ドアを開け、
声掛け少し待ってほしいことを伝えるも、待てずにご自分で動いてしまい、ベット下に転
落してしまう姿あり。

●ヒヤリハット 3件
・器物故障・破損の恐れ（1件）
・センサー作動せず(1件）
・皮下出血 (1件）

改善策

●事故報告（行政報告）

①原因…車椅子乗車時の姿勢の確保が、時間が経つにつれて、後傾になられることある。
 対策…すべり止めマットを使用検討。

➁原因…気になっていた物をそのままにしていた。
 対策…気になっていたものを手元におくようにする。

③原因…声掛けしても、待つことができず、自身で動いてしまう。本人の希望で就寝介助を
              行っても、すぐに起きてくることが多い。
   対策…本人が落ち着くまで、リビングにて、一緒に洗濯物畳みや、新聞折り等活動を行い、
              本人のタイミングで居室へ戻る工夫を行う。
④原因…排便で、汚染されて気持ち悪かったのか自身で処理しようとされ、起き出した様子。

 対策…排便が続いている際は、排泄時間を、前倒しにするなどの調整をし対応する。
ベッドの位置を自分で高くしてしまうこともあるので、本人に説明をし、リモコンの

              位置を手元より少し距離を置くようにした。
⑤原因…起床時間になり、ご自身で動きたいと思われるも、足がおぼつかず転倒される。
   対策…ベット下にマットを敷く等の工夫をする。

５．健康管理




